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令
和
2
年
1
月
21
日
に
逝
去
さ

れ
た
勝か

つ

俣ま
た

徹て
つ
し

さ
ん
（
仙
石
原
）
が
、

元
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
令
和
元
年
12
月
1
日

に
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
勝
俣
さ
ん
は
、
16
年
の
永
き
に

わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
に
よ
り
、
栄
え
あ
る
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
7

日
、
約
３
８
０
人
の
参
加
の
も
と
、

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
令
和
元
年

度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
振
興
・
発
展
、

公
共
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
、
今
回
で
57
回
目
と

な
り
ま
す
。

【
功
労
表
彰
】
（
敬
称
略
）

○
岡お

か

本も
と

光み
つ

代よ

（
元
箱
根
）

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
い
て
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
高
齢

者
世
帯
や
障
が
い
者
等
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
相
談
や
援
助

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
運
営
に
も
監
事
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
功
績
。

〇
小お

川が
わ

道み
ち

亞つ
ぐ

（
強
羅
）

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
い
て
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
高
齢

者
世
帯
や
障
が
い
者
等
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
相
談
や
援
助

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
運
営
に
も
副
会
長
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
功
績
。

〇
唐か

ら

澤さ
わ

久ひ
さ

雄お

（
宮
城
野
）

　
永
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し

て
教
育
行
政
の
推
進
に
精
力
的
に

活
動
し
、
ま
た
、
社
会
教
育
委
員

を
務
め
た
知
見
も
生
か
し
、
学
校

教
育
の
み
な
ら
ず
生
涯

学
習
も
含
め
、
本
町
の

教
育
・
文
化
の
進
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

功
績
。

〇
大お

お

場ば

脩し
ゅ
う

一い
ち

（
底
倉
）

　
消
防
審
議
会
委
員
、

温
泉
財
産
区
管
理
会
委

員
、
公
益
財
団
法
人
箱

根
町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
理
事
を
歴
任
し
、

特
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
で
は
永
き
に
わ
た

り
理
事
長
を
務
め
、
地

域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
功
績
。

〇
栗く

り

原は
ら

宏ひ
ろ

臣お
み

（
仙
石
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
火
災
、
地
震
、
台
風
等
数
多
く

の
災
害
に
怯
む
こ
と
な
く
果
敢
に

活
動
し
、
消
防
の
使
命
で
あ
る
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
責
務
を
深
く
認
識
し
、

消
防
団
長
と
し
て
消
防
団
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
。

　正月の風物詩となっている第96回東京箱根間
往復大学駅伝競走が21チームの参加により 1月
2日・ ３日に行われました。
　 2日（往路）のゴール後、箱根町園地の特設
ステージにて、箱根の伝統的工芸品である寄木
細工を広く全国に知ってもらうため、寄木で制
作したトロフィー・メダルを町長から往路優勝
校の青山学院大学に贈呈しました。

勝
俣
徹
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

箱
根
町

�

体
育
協
会
表
彰

　
町
体
育
協
会
は
１
月
21
日
、
天

成
園
で
、
令
和
元
年
度
箱
根
町
体

育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
住
民
の
社
会
体

育
の
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績

を
残
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表

彰
し
て
お
り
、
今
回
は
次
の
10
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、

敬
称
略
）

【
功
績
表
彰
】

・
社
会
体
育
の
振
興
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
て
い
る
方
（
表
彰
Ａ
項
）

○
椎し

い

野の

篤あ
つ
し

（
強
羅
）

○
播は

り

摩ま

和か
ず

幸ゆ
き

（
強
羅
）

・
全
国
大
会
な
ど
の
著
名
な
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
記
録
や
成
績
を

残
し
た
方
（
表
彰
Ｃ
項
）

○
中な

か

村む
ら

彩あ
や

音ね

（
湯
本
）

《
相
洋
高
等
学
校　
3
年
》

　

�

神
奈
川
県
高
等
学
校
春
季
大
会

　
弓
道　
女
子
団
体
の
部　
優
勝

○
勝か

つ

俣ま
た

優ゆ
う

心み

（
小
涌
谷
）

《
相
洋
高
等
学
校　
1
年
》

　

�

第
67
回
関
東
高
等
学
校
柔
道
大

会　
女
子
団
体
戦　
3
位

○
松ま

つ

本も
と

拓た
く

真ま

（
宮
城
野
）

《
箱
根
中
学
校　
2
年
》

　

�

第
25
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全

国
選
抜
野
球
大
会　
準
優
勝

○
伊い

藤と
う

彪ひ
ゅ
う

我が

（
仙
石
原
）

《
仙
石
原
小
学
校　
6
年
》

　

�

平
成
31
年
度
少
年
少
女
陸
上
競

技
交
流
記
録
会　
１
０
０
ｍ

1
位
（
13
秒
40
）

○
野の

地じ

嵩た
か

良ら

（
小
涌
谷
）

《
旭
丘
高
等
学
校　
3
年
》

　

�

第
68
回
選
抜
高
校
相
撲
十
和
田

大
会　
団
体
戦　
3
位

　

�

第
74
回
国
民
体
育
大
会
相
撲
競

技
少
年
の
部　
団
体
戦　
5
位

○
野の

地じ

峻ち
か

良ら

（
小
涌
谷
）

《
旭
丘
高
等
学
校　
1
年
》

　

�

第
67
回
関
東
高
等
学
校
相
撲
大
会

　
個
人
戦
中
量
級　
ベ
ス
ト
16

○
稲い

な

毛げ　
も
あ
な
（
宮
城
野
）

《
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　
1
年
》

　

�

第
42
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技
大
会

11
～
12
歳
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

出
場

○
近こ

ん

藤ど
う

美み

七な

海み

（
宮
城
野
）

《
箱
根
中
学
校　
2
年
》

　

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
第
22

回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
南
砺
２
０
１
９

ユ
ー
ス
B
女
子　
7
位

消
防
出
初
式

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1

月
10
日
、
約
４
０
０
人
が
参
加
の

も
と
、
湯
本
小
学
校
校
庭
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町

の
安
全
確
保
に
尽
力
し
た
消
防
団

員
の
表
彰
の
ほ
か
、「
湯
本
幼
児

学
園
」
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、

消
防
署
員
に
よ
る
演
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
12
台
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
の
後
に
は
、
早
川
河
川

敷
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
華
や

か
に
新
春
を
飾
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。［
氏
名
の
順

は
階
級
に
よ
る
も
の
・
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
担
当
分
団
地
域
］

［
町
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　

田
中
貞
充
、
真
壁
一
男
（
湯

本
）、
加
藤
幸
弘
（
須
雲
川
）、
加

藤
芳
明
（
大
平
台
）、
勝
俣
浩
一

（
宮
城
野
）、
樋
口
吉
一
（
二
ノ

平
）、
神
山　
久
（
仙
石
原
）、
大

川　
明
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
勤
続
）

　

田
中
貞
充
（
湯
本
）、
勝
俣
浩

一
（
宮
城
野
）、
安
藤
勝
美
（
畑

宿
）、
丸
山
一
郎
、
藤
村
裕
一

（
箱
根
）、
倉
橋　
亮
（
湯
本
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
島
村
文
忠
、
佐
野　
治
、
佐
藤

尚
由
、
小
林
孝
次
（
湯
本
）、
上

原
元
太
郎
、
高
松
淳
一
（
小
涌

谷
）、
柴
田
康
宏
（
強
羅
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

迹
見
啓
生
、
稲
葉　

光
（
強

羅
）、
杉
山
慎
吾
、
大
場
智
也

（
元
箱
根
）

［
県
知
事
表
彰
］

◎�

永
年
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員

表
彰

　

野
日
出
夫
（
湯
本
）、
小
林

誠
、
平
塚
敏
規
（
大
平
台
）、
塚

本
大
介
、
松
本　
卓
（
宮
城
野
）、

駒　

篤
司
（
元
箱
根
）、
土
屋
康

彦
（
箱
根
）、
清
水
俊
介
（
湯

本
）、
石
井
宏
尚
（
大
平
台
）、
吉

田
英
一
（
宮
ノ
下
）、
青
野
哲
也

（
宮
城
野
）、
滝
澤
謙
二
、
勝
俣

浩
一
（
仙
石
原
）、
石
川
忠
之

（
元
箱
根
）、
内
原
信
之
、
大
場

正
泰
、
山
下
昌
途
（
箱
根
）

［
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　

河
野
昭
二
、
水
田
和
彦
（
湯

本
）、
安
藤
勝
美
（
畑
宿
）、
瀬

戸
忠
一
（
大
平
台
）、
水
野
勇
一

（
宮
城
野
）、
田
村
洋
一
（
強

羅
）、
勝
俣
淳
一
（
仙
石
原
）、
丸

山
一
郎
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20

年
勤
続
）
に
同
じ

［
消
防
団
長
表
彰
］

◎
優
良
団
員
表
彰

　

田
中　

慎
、
小
林
史
幸
（
湯

本
）、
石
川
皓
己
（
畑
宿
）、
大
木

宣
明
、
大
石
政
志
、
折
橋
大
貴

（
宮
ノ
下
）、
浅
香
良
太
、
中
村

康
二
、
稲
葉　

匠
、
三
浦
友
裕

（
宮
城
野
）、
大
内
貴
仁
、
池
谷

秀
喜
、
勝
俣
圭
介
、
勝
俣
太
平

（
仙
石
原
）、
駒　
裕
（
元
箱
根
）

令
和
元
年
度
自
治
功
労
者
を
表
彰

�

賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

箱根駅伝往路優勝校に
寄木トロフィー・メダルを贈呈

前
列
左
か
ら
、�

小
川
道
亞
さ
ん
、
石
川
栄
町
議
会
議
長
、

山
口
昇
士
町
長
、
岡
本
光
代
さ
ん

後
列
左
か
ら
、�

栗
原
宏
臣
さ
ん
、
大
場
脩
一
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
唐
澤
久
雄
さ
ん


